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PCS-5800/5800Hを お買い上げいただきありがとうございま魂

PCS-5800/5800H FMト ランシーバーは、マイコンコントロールの高性能機で魂 更にこの高

性能機を引き立てるものとして、多機能マイクロホンが標準として付属されていま魂 あなた

のハムライフを十三分に楽しんでいただくため、この説明書をよく読んでいただき、末長くご

愛用くださるようお願い申し上げま魂

梱 包を開いたらお確 かめ下 さい。

PCS 5800/5800Hに は、15ペ ージのものが付属されておりますのでお確かめ下さい。

●本機には必ず保証書が添付されています。この保証書はPCS‐ 5800/5800H FMト ランシーバーの品質を

保証するものです。お買い上げ店名、住所、お買い上げ年月日が記入されていることをお確かめ下さい。

●本機は厳重な品質管理のもとに生産されておりますが、万一運搬中の事故等により、ご不審なとこ

ろ又は、破損などの トラブルがありましたら、お買い上げ販売店または別紙の弊社営業所サービス

窓口にお申しつけ下さい。

★アマチュア局の開局 (免許申請)について
本機により、アマチュア無線局を申請する場

合、申請書に右記事項を記入の上、申請 して下

さい。本機はJARLの登録機種ですから、保証

願に登録番号AD 10(PCS‐ 5800)、 AD 15M(PCS
‐5800H)を 記載することにより、送信機系統図

を省略することができます。

区 分 選 信 機

発射可能な電波の

1型式・周波数の範囲

F3

28MHz帯

変 調 の1方 式 リアクタンス変調

終 段 管

名称・個数
2SC 1969× 1 (PCS‐ 5800

2SC 2097× 1(PCS‐5800H)

電圧入力
138V、 18WV  (PCS‐ 5800)

138V、 92ヽV (PCS 5800H)
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★ C― MOSマ イクロコンピューターコントロール

内蔵のマイクロコンピューターにより、スキ

ャン機能、チャンネル操作 トーン周波数、オフ

セット機能等が全てコントロールされてお りま

す。又メモ リーされた種々の情報は、電源が切

れても長寿命の リチューム電池によリバ ソヽクア

ップされています。

★優 先チャンネルの監視

Aバ ンクφチャンネル を4秒ごとに監視 し、A
バンクφチャンネルに信号が入っているとビープ

音が発生 し、Aバ ンクφチャンネルに信号が入っ

ていることを知 らせ ます。

★プログラマブル周 波数ステップ

Aバ ンク、 Bバ ンク、それぞれについて、周

波数ステップを5kHzか ら50kHz迄 5kHz間隔で

任意にして設定出来ます。

★プログラマブル トーン

31種類の トーン周波数を設定でき、メモ リー

に書込む事が出来ます。

★大 型放 熱器 の採 用 (PCS-5800)

25W機 クラスの大型 ヒー トシンクの採用によ

り、長時間のQSOに も耐えられます。

★プロア採 用 による強制 空冷 (PCS… 5800H)

ブラシレスモーターによる強制空冷により、

45Wの QSOに耐えられます。

★大型 LCD(Liquid Crystal display)の採用

LCDに は周波数の他、S/RFメ ーター、メモリ

ーチャンネル等多くの情報が表示されます。L

CDの採用により太陽光の下でもはっきりと読み

とることができ、また夜間はバックライト照明

によりはっきり読みとれます。

★スキャンロックアウト機綸ヒ

指定したメモリーだけスキャンリス トよリロ

ックアウトする事が出来ます。

★2バンク20チャンネルメモリー

A、 B各メモリーバンクは各々10チ ャンネル

のメモリーを持ち、周波数の他 トーン周波数、

オフセット情報、ロックアウ ト情報を書込み、

又読出す事が出来ます。

★プログラマブル周波数シフト

任意のオフセット周波数をプログラムする事

が出来ます。デフォル ト値は±600kHzです。

★多機育ヒマイクロホンを装備

マイクロホン側で周派数のアップ・ダウンや、

メモリーAバンクの φチャンネルを呼び出す、

スイッチ機能を持ったマイクロホンが付属 して

います。

① PWR/VOL(パ ワー/ボリウム・コントロール )

このつまみがOFFの ポジションにあるときは、

電源は切れています。OFFの位置より右方向に

回すと電源が入り、さらに回すにつれて内蔵ス

ピーヵ―からの音量は増加します。

② SQL(スケルチ・コントロール )

このッマ ミは無信号時の「ザー」という雑音

を消すために使用します。セットを受信状態に

して、このツマ ミを左方向に回すと雑音が聞こ

えてきます。次に右方向にゆっくり回すと丁度雑

音の消える位置があります。スケルチつまみは

この位置にセットします。この状態では雑音は

聞こえませんが、雑音より少し強い電波は全て受

信されます。この位置よりつまみを右方向に回

すにつれて、強い電波以外は受信されなくなり

ます。このスケルチ・スレシオル ドレベルはス

キャン・ストップ感度と共用になっていますの

で電波の強い局のみをサーチするときは、つま

みを右方向に同せば良いことにな ります。また

弱い局から強い局 も含め全ての局を受信チェッ

クしたいときは、左方向に回わ して、サーチす

れば良いことにな ります。

③ キーボード・スイッチ

詳細は
｀
キーボー ドの使い方

″
を参照 して下さ

C)リバース・スイッチ(REV)
セ ミデュープ レクス・モー ドの場合に斑EVス

イッチが押されている間送信 と受信の周波数が

逆転 します。 リピーターのアップ リンク周波数

をモニターする時に使用 します。

①送信出力切替スイッチ(H1/LOW)
送イ:訂 11カ をハイ′ヾワー(HI)、 ローパワー(LOヽヽr)

に切替えるスイッチです。

C)トーン・スイッチ (TONE OFF/ON)
内蔵の トーンエンコーダーを動作させ る時 0

Nに します。

⑦ メモリーモードスイッチ (M・ MODE)
セット内部には二つのメモ リー・バンク(A、

B)があり、これらのメモ リーは次のように組

合せて使用することができます。

a)M MODEス イッチを A`″ ポジションにす

ると、メモリTバ ンク表示⑩のAが表示され、

Aバンクの10個 のメモリーに10局分の周波数

を記1意 させ、また読み出したリスキャンさせ

ることができます。

b)M MODEス イッチを B`″ ポジションにす

るとメモリーバンク表示⑩のBが表示され、

同様にBバ ンクが選択され、10局分の周波数

を記1意 させ、読み出したリスキャンさせるこ

とができます。

c)M MODEス イッチを A`― B″ ポジション

にすると、 Aと Bの メモリー・バンクが直列

に接続され、連続 して20局分の周波数の読み

出しや、スキャンをすることができます。

d)M MODEス イッチを
｀A× B″ ポジション

にすると、受信時にはAバンクのメモリーの
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周波数で受信が行なわれ、送信時には、 Bバ

ンクにメモ リーされた周波数で送信が自動的

に行なわれます。すなわち、Aバンクのメモ

リーア ドレス 3の メモリー、例えば、A3に
29,100MHzの 周波数を記

′
1意 させ、Bバ ンクの

同 じメモ リーア ドレスのメモ リーB3に、29,

200MHzの 周波数を記1意 させておき、MM
ODEス イッチを

｀A× B″ ポジションにする

と、受信は29,100MHzで行なわれ、送信は29,

200MHzで行なわれ、いわゆるたすきがけ通

信が楽 しめます。

③マイナス・シフト表示

マイナス・シフ ト表示
｀
日

″
が表示されている

ときは受信周波数に対 して、あらかじめ設定し

たシフト幅だけマイナスした周波数で送信でき

ます。

③プラス・シフト表示

プラス・シフ ト表示
｀
日

″
が表示 されていると

きは受信周波数に対 して、あらかじめ設定した

シフ ト幅だけプラスした周波数で送信できます。

⑩ リバース表示 (REV)
リバース表示

｀REV″ は、REVス イッチを押

したとき表示されてセットがリバース状態であ

ることを意味 します。

⑪ローパワー表示(LOW)
ローパワー表示

｀LOW″は1ヽ1り
/10W(5800/5800

H)の送信出力が選択されているとき表示 し、

1い鴫/45W(5800/5800H)の 出力が選択されてい

るときは表示されないようになっています。

⑫ シグナル・メータ(S/RF)
S/RFメ ータは受信時には入力信号レベルを、

送信時には出カパワーを表示 します。表示レベ

ルは、アンテナのSWRに左右されるため、例え

ば出力が10Wあ ったとしても全てのS/RFメ ー

タが表示するとは限りません。

⑬ホールド表示(HOLD)
ホール ド表示

｀HOLD″ が表示されているとき

のスキャンは信号のあるチャンネルで停止後、

信号がなくなったとき、スキャンを再び始める

ホールドスキャンであることを示 します。また表

示 していないときのスキャンは停止後、信号のあ

るなしにかかわらず約 6秒後にスキャンを再び

始める、ディレイスキャンであることを示します。

ホール ドモー ドとディレイモー ドの切換はス

キャン動作中に
｀ENT″ キーを押す事により実

行されます。
｀ENT″ キーを押すごとにホール

ドモー ド、ディレイモー ドが交互に切換わります。

⑭ 送信表示 (TX)
この T`X″ 表示は送信できる状態でPTTス

イッチが押された時、送信動作が行なわれてい

ることを示 します。スキャン動作中はPTTスイ

ッチが押されても、スキャンのス トップとして

動作 し送信されません。P10｀ 10スキャンス トッ

プ
″

を参照 して下さい。

①プライオリティー表示(PR!)

この ｀
PRI″ 表示中はプライオリティー動作中

であることを示 します。詳細はP10の
｀
11プライ

オリティー″
を参照 して下さい。

⑩周波数表示

①ビジー表示(BUSY)
この

｀BUSY″ 表示はセットがある局を受信 し

スケルチレベルを超えた時に表示し、そのチャ

ンネルが使用中であることを示 します。

⑬メモリー・アドレス表示

このセットは二つのメモリー・バンクを持ち、

それぞれのバンクはMO～ M9のメモリーを持ち、

この表示はMO～ M9の うち使用されているメ

モリー・ア ドレスをo ch～ 9chで表示 します。

⑩メモリー・バンク表示
メモ リーのAバンクが選択 されているときは

｀
A″ またBバ ンクのときは

｀
B″ が表示 さ′tる 。

⑩メモリー0モード表示
この

｀M MODE″ が表示されているときはメモ

リモー ドであることを示 します。メモ リー・モ

ー ドの時は10キ ーはメモ リーア ドレスキーとし

て動作 し、スキャンキーはメモ リースキャンキ

ーとして動作 します。

又
｀M MODE″ が表示されていない時はダイレク

トモー ドである事を示 し、 10キ ーは周波数、周

波数ステップ、 トーン周波数の入カキーとして

動作 し、スキャンキーはプログラマブルスキャ

ンキーとして動作 します。詳細はP6以下の｀
キ

ーボー ドの使い方
″
を参照下さい。

1.周 波 数の設 定

メモリーモード表示⑩が表示されている場合に

は 〔M/D〕 キーによリメモリーモードを解除し

てlMHzの 桁から10キ ーにより設定 していきます

す。このとき周波数表示は点滅 し始めます。設

定し終ったところで 〔ENT〕 キーを押すと、点

減がストップし、その周波数で運用できます。

く注〉 |.lkHzの桁未i商 の設定は受け付けません。また |

kHzの桁まで設定しないで〔ENT〕 キーを押すと設定

しない桁は全て 0と なります。

2 1kHzの 桁に
｀
0″ 又は

｀
5″ 以外の数字を入力し、

E`NT″ キーを押すと E`NT″ キーが押された時点で

|～ 4は ｀
0″ 、6～ 9は 5`″ となります。

く例〉 29′ 000M Hzの 設定

メモリモー ド表示がない

事を確認します。もし表

示しているときは、M`/D″

キーを押します。

□
9を押 します。

点滅する

〈例〉 20kHzス テップを設定する場合
メモリモー ドでない事を確認します。

(メ モリーモードのときは [日 Z回 キーを押す)

□
3を 押 します。

国
｀
SCN″ キーを押します。

□
｀
ENT″ キーを押 します。 IA』.]]]M版 |

||

点滅する

1峯[ 蕊
|2.周 波数ステップの設定

まずメモリーモー ドを解除して、表 1よ り希

望の周波数ステップのコー ドを選択 し、 lMHz
の桁に置数し 〔SCN〕 キーを押す。〈注〉A、 B
バンク、それぞれ異なる周波数ステップを書き

込めるのでバンク表示がどちらにあるか確認し

て下さい。
表 1

プログラマブルスキャン (P9″ 9、 プログラマ

ブルバンドスキャン″
参照)及びUPキ ー、DO

WNキ ー (PH｀ マイクロホン
″
参照)は ここ

で設定された周波数ステップでスキャン及びU
P/DOWN動作をします。

ビープ音を2回発生し、運用

している周波数表示にもどる。

〈注〉 次に設定するまで、この設定値が保持される。

ステップ周波数の出荷値は10kHzです。

3.シフト幅の設定/シフト方向の設定

この動作は送信周波数を受信周波数から設定

した周波数だけオフセットさせるために使います。

a.シ フ ト幅はlMHzの桁からlkHzの桁まで設

定できます。まず、メモリーモー ドでない状態

で (メ モリーモー ドの時は〔M/D〕 キーを押す)

シフ ト幅をlMHzの桁から設定し、 その後に

〔SHF〕 キーを押 します。

く例〉 100kHzの シフ ト幅を設定する時

メモリーモードでない事を確認します。

(メモリーモードのときは匝/回キーを押す)

回

0を押します

□
|を 押 します。

日
｀
SHF″ キー を押 します。

ι
〓

ヽ
義

ビープ音 を 2回発生 して

運用 してぃる周波数表示

`こ

もどる。

く注〉 | lkHzの桁は周波数の設定 と同様に
｀
0″ 又は

｀
5″

に丸められます。

2 シフ ト幅の出荷ィ直は100kHzで す。

次に設定するまで、この設定値が保持 され ます。
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b.シ フト方向はプラスシフト、マイナスシフ

トの両方が選択できます。〔SHF〕 キーを1回

押すと、
｀
日

″
表示され、この状態で送信する

と送信周波数は自動的にaで設定したシフト

幅だけプラスシフトされます。 もう1度 〔SH
F〕 キーを押すと ｀

日
″
表示され、送信周波数

は受信周波数よりaで設定したシフト巾だけ

マイナスシフトされます。もう1度〔SHF〕 キ

ーを押すと ｀
日

″
表示は消え、通常のシンプ

レックス動作にもどります。

く注〉 シフ ト周波数が28′ 000MHz～ 29′ 700M Hzの 外にな

るように設定 した場合、シフ トを行なわないで受

信周波数で電波が出て、シンプレックス動作に自

動的に戻 ります。

4.トーン周波数の設定

31種類の トーン周波数を表 2の コー ド表によ

リコー ドとして入力することにより設定するこ

とが出来ます。ダイレクトモー ドとし、(メ モリ

ーモー ドの場合は 〔M/D〕 キーを押す)lMHz
の桁 と100kHzの 桁の 2桁に00～ 31ま でのコー

ドをキー入力したあと 〔PRI〕 キーを押します。

く,主〉 00～ 3以外のコー ドを設定 します と、 コー ドとし

て受け付けませんので もう 1度、設定 しなおして

下さい。

表 2

コー ド 局波数(貶)

‐００

‐０‐

”

．“

“

“

‐０６

”

“

∞

つ

●

１２

・３

・４

・５

0

670

719

744

770

797

825

854

885

915

948

974

1000

1035

1072

1109

ビープ音を 2回発生し、運用

している周波数表示に戻る。

〈注〉 トーン周波数の出荷値は 0です。また次に設定す

るまでこの設定値が保持されます。

5.メモリーのしかた

まず①メモリーする周波数を設定します。②

M MODEス イッチを A`″ か B`夕 のポジション

にセットし、メモリーしたいメモリーバンクを

選択します。次に③ 〔MW〕 キーを押して、メ

モリーチャンネル表示が点滅している時に④メ

モリーしたいチャンネルを10キ ーで入力します。

く例〉 29′ 300M Hzを Aバ ンク5CHへ 書込む場合

メモリーモードでないことを確認しま九

〈例〉 88.5Hzの トーンを設定

回

0を押 します

□
8を押 します

□
｀
PR″ キーを押 します

□
9を押す

□
3を押す

日
｀
ENT″ キーを押す

膠c)一
A

Aに 合せ る

日

M`W″ キーを押します。

□
メモ リー したいチャンネ

ルを oキ ーで押 します。

Aバ ンク5chに 29 3MHzが
メモリーされました。

く注〉|こ のセッ トは A、 B2つ のメモ リーバ ンクを持ち、

各バ ンクそれぞれ 10個のメモ リーを持っていますの

で、合計20の周波数をメモ リーすることが出来 ます。

メモ リーには周波数の他に、シフ ト方向、 トーン

周波数 も自動的にメモ リーされます。

2 M MODEス イッチが
｀A× B″ になっているときは

〔MW〕 キーが無効ですので、M MODEス イッチを
｀
A″

力い B″ にしてメモ リーの書込みを行なって下 さい。

6.メモリーチャンネルの呼び出し

メモリーした周波数を呼び出すには、まず呼び

出すメモリーのバンクを選択するために①M
MODEス イッチを A`″あるいは B`″の位置にセ

ットします。次に② 〔M/D〕 キーによリメモリ

ーモー ドにします。

このとき ｀M MODE″ が表示されているこ

とを確認し、そのとき10ナ ンバーキーにより呼

び出したいチャンネルを押します。

〈例〉 Aバ ンク5ch(29′ 200)の メモ リーを呼び出す場合

膠c)一
A

M MODEス イッチを
｀
A″

の位置にセッ トします。

国
メモリーモー ドにします。

メモリーの呼び出しは周波数と同時にシフト

方向、 トーン周波数および、チャンネルロック

アウトが呼び出されます。但 しトーン周波数は

表示されません。 トーン周波数を表示させたい

時はメモリーモー ドの時に 〔ENT〕 キーを押す

と、その時のメモリーチャンネルの トーンコー

ドが10kHzと lkHzの 桁に表示されます。

メモリーモー ドからダイレクトモー ド (周波

数等を設定するモー ド)に復帰する場合は、〔M
/D〕 キーを押 します。このときに、シフ ト方向

トーン周波数も、メモリーモー ドに移る前の状

態に戻 ります。

7.メモリースキャン

メモリースキャンは
｀M MODE″ 表示中に〔S

CN〕 キーを押すと、A/1 MODEス イッチによっ

てオ旨定されるモー ドに従って 1秒に約 6チ ャン

ネルのスピー ドでスキャンが開始されます。こ

のスキャンは現在表示されているチャンネルの

次のチャンネルからスター トします。

a. M MODEス イッチが
｀
A″ ポジションのと

きは

「
AOch→Alch→A2ch→……・A9ch¬

の順にスキャンします。

bo M MODEス イッチが
｀B`ポ ジションのと

きは

「
B∝h→Bkh→ Bたh→…B%¬

の順にスキャンします。

c. M MODEス イッチが
｀A― B″ ポジション

のときは

|→

AOch→Alch→A2ch→………

1

点減する

MHZI

点減する

F].]]]MHzl

点滅する

点滅する

にIml

この とき表示 されている

チヤンネルの周波数が呼

び出される。

″
朕

い

）調
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27

28
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1148

1188

1230

1273

1318

1365

1413

1462

1514

1567

1622

1679

1738

1799

1862

1928

1聖].]]]M版
節lコ11∃B9ch―・―Blch

の順にスキャンします。

d.M MODEス イッチが
｀
A× B″ ポジション

のときはaと 同様にスキャンします。

F].]  MHz

M一 MODEス イッチを A`″ の

ポ ジションにセットします。

□

呼び出すチャンネル

を oキ ーで押 します。

1盤鷺]]M貶

Aバ ンク 5チ ャンネルが呼
び 出される。
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□
メモ リーモー ドにします。

(メ モ リーモー ドの ときは

その まま)

Aコ

F].]]]MHz
…

表示されているメモリー

チヤンネルが呼び出され

ます。

膠c)一
A

M MODEス イッチを A`″ ポジ

ションにしておきます。

団
｀
SCN″ キーを押します。

次のチャンネルか らスキャ

ンを開始 します。

く,主〉 | ロックアウ トされているチャンネルはスキャン

しません。

2.周波数表示に
｀
noch″ 表示があらわれたらすべ

てのチャンネルがロックアウ トであることを示 し

ます。

3 ロックアウ トに関 しては 次の ロ`ックァウ トチ

ャンネルの設定/解除
″

を参照 して下さい。

8.ロックアウトチャンネルの設 定 /解除

まずロックアウ トしたいメモ リーチャンネル

を呼び出します。その次にもう 1度 そのチャン

ネルを10キ ーにより押 します と、バンク表示が

点滅 して、そのメモ リーチャンネルがロックア

ウ トされたことを示 し、メモ リースキャンの リ

ス トか ら外れます。さらにもう 1度、そのチャ

ンネルのキーを押すことにより点減は止まリロ

ックアウ トが解除されたことを示 します。

メモ リーチャンネルロックアウ トとはメモ リ

ースキャン動作で不要なチャンネルをスキャン

リス トか ら外 して しまうことです。ただ しその

チャンネルのメモ リーは消えません。

〈例〉Aバ ンク5chの 29′ 200 MHZを ロックアウ トする場合

メモ リーモー ドに します。

〈例〉 Aバ ンクのメモ リースキャンをさせる場合 □
メモ リAバ ンク5chを

呼び出 します。

□
もう 1度 5を押して

チャンネルロックア

ウ トします。 バ ンク表示が点滅 して、

このチヤンネルがロックア

ウ トしたことを示 します。

〈注〉 すべてのチャンネルがロックアウ トしているとき

にメモ リースキャンさせると
｀
noch″ が表示され

スキャンされません。

9.プログラマブルノ`ンドスキャン

ダイレクトモー ドで 〔SCN〕 キーを押すこと

により、各メモリーバンクの8chと 9chの周波数

間を設定してあるステップで 1秒に約 9チ ャン

ネルのスピー ドでスキャンします。

a.M MODEス イッチが
｀
A″ ポジションの場

合は、A8chと A9chの 間の周波数バンドが自

動的にスキャンされます。

bo M MODEス イッチが
｀
B″ ポジションの場

合は、B8chと B9chの 間の周波数バンドが自

動的にスキャンされます。

co M MODEス イッチが
｀A― B″ ポジション

の場合は、A8chと A9ch、 B8chと B9chの間の

2つの周波数バンドが順次、自動的にスキャ

ンされます。

d.M MODEス イッチが
｀A× B″ ポジション

の場合は、 aと 同様にA8chと A9chの間の周

波数バンドが自動的にスキャンされます。

く例〉 Aバ ンクのプログラマブルバンドスキャンをさせ

る場合。

□
ダイレク トモー ドにします。

(ダイレク トモー ドの時は)

そのまま

F].]]]MHz l

゛
M MODE″ 表示が消え、

前の ダイレク トモー ドの

状態が復 帰 します。

□
｀
SCN″ キーを押 します。

|

設定 してあるステップで次の

周波数か らスキャン開始 しま

す。

く注〉 メモ リーの周波数が8ch≧ 9chの場合は｀
Error″

表示 となリスキャンしません。

10.スキャンストップ

スキャン動作を停止させるときは〔0〕 ～〔9〕

キー、〔M/D〕 キー〔UP〕 、〔POWN〕 キーPTTス

イッチのどれかを使うことによって行なえます。

このときメモリースキャンを〔0〕 ～〔9〕 キーで

スキャンス トップさせ ると押 したチャンネルが

直接呼び出 されてきます。

く,主〉 PTTス イッチでもスキャンストップとなり、もう |

度押すことによって送信しますが、信号を受けて

スキャンがそのチャンネルで留まっている状態で

は直接送信することが出来ます。

11.プライオリティー

〔PRI〕 キーを押すことによって、P`RI″ 表示

され、メモリーAバンク0チ ャンネルに書込ん

だ周波数を約 4秒ごとにモニターをします。こ

のときAバンクOchに 信号が入っているとビープ

音で知らせます。

プライオリティー動作を解除するときは〔PR

I〕 キーをもう1度押すことによって
｀
PRI″ 表

示が消え、プライオリティー動作が解除されま

す。

〈注〉 マイクの匝回 キーによってメモ リーAバ ンクの 0

チャンネルが呼び出されているときは、プライオ

リティー動作 しません。

―

―

１

１

膠c)一
A

9

l]]MHzl

」c)一
Aに設定亀

M MODEス イッチを A`″ ポジションにしておきます。
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PTT
SWレ バー

ダウンポタン

②アップボタン

メモ リーAo呼び出 しボタン

①PTTスイッチレバー(送信切換 )

レバーを押すと送信状態となります。マイク

ロホンを口元に近ずけ、普通の声でお話し下さ

い。レバーを離すと元の位置に戻 り ｀
受信状態

となります。

②③ UP/DOWNボ タン

アップ/ダウンスイッチを 1回押すごとにP6
｀
周波数ステップの設定

″で設定された周波数

ステップに従ってアップ/ダウンします。又これ

らのスイッチは約0.5秒以上押 し続けると約12ス

テップ/秒の早さでアップ/ダウンします。

く註〉 このボタンはメモリーモー ド、ダイレク トモー ド

のいずれのモー ドでも動作します。

④優先チャンネルコールボタン

このボタンが押 され るとメモ リーバ ンクAの

Oチ ャンネルが現在の使用モー ドに関係無 く、

優先的に呼び出され、直ちにそのチャンネルで

運用す る事が出来 ます。 さらにもう 1度 このボ

タンが押 され ると、MAOに 移る以前の状態 に

作劃吊しま
‐
|。

〈注〉| スキヤン中にこのボタンが押されるとスキャン

ストップ動作となります。

2 MAOがコールされている間はアップ ダウンポタ

ンは動作しません。

ご使用の前につぎの注意事項を確認のうえ、ご使用 ください。

●セットを電源に接続する前に、アンテナが確

実に取 り付けられていることを確認 して くださ

い。最後にアンテナ・プラグをセット後面パネ

ルよりでているアンテナ 。コネクターにしっか

りとネジ込みます。

●アンテナを接続するための同軸ケーブルは50

Ω系のRG 58Uや、5D2V等を使用 します。

○本機の定格電圧は、直流 13.8Vで丸

電源コー ドの赤はl■l、 黒はll端子に接続しま

す。電源回路は、llア ース用に設計されていま

すので、l■lア ースの車にはセットを絶縁 しない

限り取 り付けることはできませんので、ご注意

ください。車載用として使用するときは、電源

コー ド(赤 )を 直接バ ソヽテリーのl■l端子に接続し

てください。

使用電圧範囲は、13.8V± 15%(最大15.8V)

ですので、誤って24V電源や、100V電源などに

接続 しますと、回復不能なダメージを与えるこ

とになります。電源を接続するときは、必ず電

源 。電圧を確認してください。

交信にあたっては、」ARLの推奨チャンネル

プランが決められていますので、ルールに従っ

て運用されるよう希望 します。

接続のしかた

DCコ ー ドの赤 (十 )をバ ッテ リーの (十 )端子 に、黒 (― )

をアース端子 あ るいはシ ャーシーアース (車体 )ιこ接続 し

ます。

電源をONする前に、フロントパネルのコント

ロールやスイッチを下記の様にセットします。

PWR/VOL:OFFの 位置

SQL :反時計方向

また、 リヤパネルより出ているアンテナコネ

クターにアンテナが、マイクコネクターにマイク

ロホンが、正 しく接続されていることを確認し

て下さい。

○アンロック表示について

周波数表示が
｀
UL″ となった時は、周波数を

合成するPLL回路がロックされていない事 (す

なわち合成周波数が不安定のとき)を 示 してい

ます。 したがって、この表示が現われたときは

予期 しない周波数の発生による、他局への妨害

をさけるため、送受信動作は自動的に停止する

ようになっています。

また電源をオンした時や、チャンネルを切 り

替えるとき瞬間的に表示することがありますが、

これは所定周波数を合成するために若千時間が、

かかるためで故障ではありません。

ただし、
｀
UL″ 表示 したままのときは、明らか

かに故障ですので直ちにセットの電源を切って

使用を中止 して下さい。

○リセットについて

周波数表示がおかしいときや、キーが受け付

けない場合に、マイコンをリセットしていただ

きます。 リセットするときは上部カバーをはず

して、電源スイッチをONに して、 リセットス

イッチを‖||し て ドさい。tEi坊 :ス イッチをOFFに し

て、リセットスイッチを‖||す とリチュームlL池が急

速に消耗 しますので注意して ドさい。マイクコネクター
外吉5スピーカー

アンテナコネクター11言

戸百弄栗〒■ヨ
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1.受信

①PWR/VOLツ マミを時計方向にまわして、電

'原

をONに します。

②SQLツ マミをゆっくりまわして、ノイズの消

えるところまでまわします。(Busyイ ンヂケ

ーターが消 える)。

③キーボードを使って選局します(キ ーボード操

作方法を参照 )。

④PWR/VOLを まわ して適当な音量にする。

2.送信

①キーボードを操作し、希望する周波数にセッ

トする。

②他の局がこのチャンネルを使用していないこ

とを確認する。

③マイクロホンのPTTス イッチを押 し、話しを

する。このとき、本体のTXイ ンジケーターが

匝区]を表示する。

マイクコネクター接続

④DOWN O

③M.AO X、め

CCND(MIC)

C臨 儡 〉
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1.設置に当っては、カーヒータの熱風が直接

当る場所や熟気の少ないところで、運転の妨

害にならない位置を決めます。次にアンテナ

・ケーブルを引き込むのに最良の位置を決め

ます。

2.取付ブラケットは、下図のように二種類の

基本的な方法で使用することができます。取

り付け位置が決 まったら、プラケットをテン

プ レー トにして、子しの位置にマークをつけ、

孔をあけます。

3.ブラケットを附属のワッシャーとタッピン

グ・スクリューを使用 し、固定 します。

4.本体を 2本のネジと2個のサム・スクリュ

ーで固定 します。(取付角度は、プラケットの

穴を通当に選択することにより調整すること

力や0き ます。)

5。 アンテナ・プラグを本体 リア・パネルより

出ているアンテナ 。コネクターに接続 します。

6.DCコ ー ドの赤 l■lを バ ッテリーの +端子に、

黒llを シャーシアース (車体)あ るいはアース

端子に接続 します。

7.マ イクロホン・ コネクターは、次の様に固

定すると便利です。

(1)PCS-5800の 本体に直接固定する場合は、図

のように上カバー又は下カバーを固定 してい

るネジを共用 して、付属のケーブル固定金具

をIIR付 ける。

(2)PCS-5800の 本体以外に固定する場合は、付

属のタッピング・ネジ(M3× 8)を使用 して、

付属のケーブル固定金具を任意のところに取

付ける。

アンダーダッシュマウント

※PCS5800Hで は周囲温度や連続送信などで温

度が上昇すると送信出力が若千下がる事があ

りますが、故障ではありません。

終段 トランジスター保護のためのAPC回路が

動作 している為です。

錮炸ギ
磋 /4

※夏期炎天下の長時間駐車後 は、車内温度が相

当上昇す ることがあ ります。 この ようなとき

は、 なるべ く車内温度が下 ってか ら送信する

ように して くだ さい。



バ ソヽクアップ用としてリチューム電池(CR 2032× 1)を使用していますが、電圧が異常に低下 しま

すと周波数表示部分に
｀
UL″ の字が表示されます。この状態では送信できませんので、電池の交換を

して下さい。電源電圧が異常に低下 しても
｀
UL″ 表示されますので、規定電圧 (13.8V)に してご利

用下さい。なお、電池の交換の節は、お買上げ販売店、又は別紙の弊社営業所に交換をご依頼下さい。

〔一般仕様〕

●使 用 半 導 体

●周 波 数 帯 域

●使 用 温 度 域

●電 源 電 圧

●接 地 極 性

●消 費 電 流

〔送 信 部 〕

●送 信 出 力

●変 調 方 式

●最大周波数偏移

●ス プ リ ア ス

●空中線インピーダンス

●電 波 型 式

●使用マイクロホン

IC  12(内 μ―COM I)

FET  7

Tr   37

Di    52

28.00-29。 70MHz

― 10℃ ～ +50℃

13.8V土 15%

マイナ ス接地

受信日寺03A MAX

送信日寺25A/90A(5800/5800H)

HIGH 10W/45W(5800/5800H)

LOW IW/10W(5800/5800H)

可変リアクタンス周波数変調

+5kHz

-60dB以下

50Ω

F3

500Ω ダイナミック型

〔受 信 部〕

●受 信 方 式

●中 間 周 波 数

●受 信 感 度

●選  択  度

●低 周 波 出 力

〔寸法・重量〕

●寸    法

●重    量

ダブルスーパ ーヘテロダイン

第 |  16.9MHz

第 2   455kHz

O.19μ V(28～ 29.7MHz)

(12db SINAD)

S/N=30dBの 時のRF

入力 l μV以下

±6 kHz以上/-6 dB

±15kHz以内/-60dB

2W以上〔8Ω負荷

歪率10%時〕

50(H)× 140(W)× 182(D)mm

(凸起物含まず)

約 |.4kg

★ ご注意 一定格 は、技術 開発 に伴 ない、変更 にな ること

が あ ります。

付属品…………多機能マイクロホン ×
|

×
|

× 2

× 2

× 4

× 4

×
|

×
|

×
|

× |

モービルブラケット

ブラケット止めネジ

スペーサー付ネジ(M4× 8)

タッピングネジ(M6× 16)

平ワッシャー (φ 6)

ケーブル固定金具

タッピングネジ(M3× 8)

マイクハンガー

電源コード
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HF帯ではJARL(日 本アマチュア無線連盟)のアマチュアバンド使用区分 (昭和60年 4月 1日 現在 )

が下記のとお り決められていますので、この使用区分を守って運用してください。

澤。  J。   ヾ   2゛ が  ぃヽ い い い 1゙

注 |.( )内 のモー ドは、これと併記されたモー ドの運用に混信を与えないときに限り使用できる。
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